
修士課程 

Ⅱ．心理科学研究科の教育課程の編成及び実施に関する方針 

心理科学研究科では DP の達成のため、リサーチワークとしての「専修科目」とコースワ

ークとしての「関係科目」によって教育課程を編成する。 

心理科学研究科では「専修科目」において研究室でのリサーチワークやゼミ活動をはじめ、

産官学連携や地域連携の活動、専門学協会や学内審査会での成果発表などを通じて、学位授

与方針で求める能力の育成を図る。その成果としての修士論文公聴会において、学位授与方

針で求める全ての能力の修得を確認する。 

また、学位授与方針で求める能力をより一層高めるために「関係科目」を配置し、それら

の学修成果を厳正に評価して単位を認定する。関係科目には、実習科目をはじめとする心理

専門職養成に必要な科目群が含まれている。 

 

Ⅱ-10．心理科学研究科臨床心理学専攻の教育課程の編成及び実施に関する方針 

臨床心理学専攻では「専修科目」において研究室でのリサーチワークやゼミ活動をはじめ、

産官学連携や地域連携の活動、専門学協会や学内審査会での成果発表などを通じて、学位授

与方針で求める能力の育成を図る。その成果としての修士論文公聴会において、学位授与方

針で求める全ての能力の修得を確認する。 

また、学位授与方針で求める能力をより一層高めるために「関係科目」を配置し、それら

の学修成果を厳正に評価して単位を認定する。関係科目には、実習科目をはじめとする心理

専門職養成に必要な科目群が含まれている。 


